






















































り「共 体」なのであり、そこ 帰属意識があり、所属するプラットホームが存在し、 「われわれ」というアイデンティティが存在し、そして集団の「ウチ・ソト」といった 上の閾が共有されている



































































……私にとってもっと重要だったのは、共通する「マネジメントの体系」が現代の組織を支配しており、とくに仕事と学校との深い結びつきを作り出しているというデミング博士の考えだった。彼はよくこう語ってい 。 「教育の一般的体系を変えなければ、マネジメントの一般的体系 決して変えられない。両者は同じシステムなのだ」 。……人々が失敗するのは、人格形成に最も影響を与える学校の体験に埋め込まれた思考・行動様式 よって、社会生活に適応してきたからだと理解したのだ。 「上司 部下の関係は教師と生徒の関係と同じだ。 」 デミ グ博士は述べている。教師が目標を設定し、生徒はその目標に応える。教師 答えをもっており、生徒はその答 を得ようと努力する。生徒は自分がうまくできたかどうかを、教師の評点・評価によって理解する。どんな子どもも一〇歳になるまでには、学校で人より先んじ、教師 喜ばせるにはどうすればよいかを知るようになる。そしてこ 教訓を、 「上司を喜 せるばかりで、顧客に役立つシステム改善には 」職業 生の終わりま ずっと持ち続けるのだ。
  (6) 
  
もはや問題は明らかである。 従来型の組織を支えてきたのは学
























『ティール組織』によって世に出た思想である。思想 は言ってもこれはラルーの思想ではない。現代社会は、 わゆ メリトクラシーの時代（産業社会）が終了して新しい社会への移行期にあるが、 こ 混沌とした時代に自ら 組織を旧来のそれから脱皮させることに成功して飛躍的な業績を上げている「パイオニア組織」 が世界中に存在する。 ラルーはそれらの組織に共通の 「思想」をあぶり出し、 それをティー 組織 （ラルーはティール組織を 「進化型組織」と呼ぶ）の思想として同定したの ある。つまり「ティール組織」とは、自らの組織の脱構築に成功したパイオニア組織の持つ「一貫した新 いモデルを指向するパターンや共通性」(20) なのである。
 
 













  (8) 
 
衝動型組織とは「力」によって構成された組織である。この組
織においては最も力の強い者が全てを握る。 人々は自分と他人を比べ、 強ければ支配し、 弱ければボスに服従する。 ここでは 「自我
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と対決す 必要はない。個人の が弱かろうと衰えようと、組織に順応してさえいれば が彼を守ってくれるからである。 したがって個人にとって重要なのはまず組織を維持す こと、 そして彼自身が「自分の属する社会集団に承認され、受け入れ れ、こからはじき出されないよう努力する」
(34) ことの二点となる。









満ちて自らをチェックし、また組織からもチェックされている。チェックするコンプライアンス担当スタッフが必ずいて、 組織のルールを十分に守っていない人々に懲戒処分や罰則を科すこともこの組織の常態である。 「その根底にある考え方は、 労働者 （生徒）はほとんどが怠け者で、不正直で、つねに指示を持っている存在であり、常に監督 、指導を受けるべき存在だ、ということである」
(38-39 括弧内補足は引用者による
) 。こうして全ての
成員が「自らを律し、自己抑制を働かせられるよう なる。しかも人前だけではなく、 個人的にもそ をできるようになる」
(35) 。
































































  (9)。 自分の集団の維持は自分自













































































競争に晒されることになる。 他者は共同の仲間である前に競争相手であり、人生は自分の価値を決定するレースである。仕事上の成功が即人生の成功となるこの達成型パラダイム 中で、人は「高級住宅地」 「お金のかかる私立学校」など、自分の能力
=
位


















































































られる。つまり多元型組織は「権 不平等によって、トップの人々がいつも最下層にいる人々を統治する結果になるの 階級を廃止して、全員に平等な権力を与えること しよう。……あらゆることをコンセンサスで……決めよう」
(56) とするのであり、


































説に基づいて説明して る。 周知の通りマズローの欲求段階説においては、人は生命欲求が充たさ れば安全欲求をもち、それが充たされれば所属欲求をもち、 さ にそれが充たされれば承認欲
求をもつ。それらの欲求を充たすものとして衝動型組織、順応組織、達成型組織、多元型組織が設定されてきたのだとすれば、人の欲求の最上位のもの、 すなわち自己実現欲求に対応するのが進化型組織である。生命欲求、安全欲求、所属欲求、承認欲求は確かに人間にとって根源的な であるが、 それらが充たされた個人はもはや
．．．
衝動型組織・順応組織・達成型組織・多元型組織には































































仕事」 をする。 その仕事は 「自ら選んだ」 ものである。 さら 「自分の をするために
．．．
、 成員は自分たち自身で 「方向性を定め、







































































いてくる。組織の役割も柔軟に設置、廃止、交換され 。権限分散されている。意思決定は、そのアイデアが生まれたところなされる。 イノベーショ は社内のどこから突然生まれても不思議ではない。ミーティングは必要に応じて開 れ 臨時のタスクフォースが自発的に立ち上がり、 任務が終わればすぐに解散する」
(227 傍点引用者
) 。例えば健康な身体は熱湯に触ると手を引
っ込める。脳の大脳皮質がいちいち指令する以前に、痛みを感じた手は「勝手に」動くのである。それを「勝手」と捉えるのは大脳皮質を唯一絶対の指令系統とす 見方に過ぎない。 そ 指令を待たないからこそ手は火傷を免れる ある。 「組織自主経営セルフ・マネジメント
され、生きている世界では、変化を外から強制する必



















































組織に特有の 「文化」 が生まれる。 例えば進化型
ティー ル
29
 組織には組織図がない。固定的な役職名もない。 「固定的な名称では 内で流動的に変化していく職務内容を説明しきれない」(151) し、彼らが選択した役割もまた、そのつどの「必要性」に
したがって柔軟 アメーバのように形を変えていくからである。だからこの組織には「制服」もない。それは、そもそも自己実現をしようとする人間 とって「毎朝出勤前に着替 るたびに、自分自身の一部を閉め出さなければならない……仕事用の仮面を身につけ、職場の期待に応えようとする」
(238) 必要も、 「事前に

































たちそのものを、 固い殻に覆われた固体としてのそれから柔らかい膜をもつアメーバ状 もの 、 さらに膜の溶解した内と外 ないその都度その場の連帯へと進化させていく潜在性をもちながら進行しているのである。だがそれは当然のことである。実現されるべき自己それ自体が所与の実体ではなく永遠に未然 生成の中にあるものだとすれば、 進化型
ティー ル
組織もまたその完成形におい

































り世界中から何百人もの見学者を迎えるこの学校の外壁はスプレー塗料の落書きだらけだったのだ。 グラフィティまたはタギングと呼ばれるこの落書きは、 日本では道路壁や店舗シャッターなどに散見される「迷惑行為・犯罪」である。外 だけではない、学校の内部、廊下や教室、図書室にもこうし 「落書き」やさざまな写真・絵が貼られている。どこを歩いても「整然と机が並べられた教室」は一つも無く、どの「教室」に入っ も室内は騒然としており、 窓際のカウンターに座って一人で何かをしてい生徒がいると思うと、 二つ三つ置かれた大きなテーブルをそれぞれ囲んで賑やかに喋っている六〜七人の生徒のグループがあり、２人で一緒にプリントに取り組んでいる生徒も またホワイトボードのところで数式を書いて話し込 二人 い 。 教師ら

























































































































と思うかもしれない。だがこ 学校に見られる「カオス」はカオスではない。これは異 る秩序 導かれた空間なのだ。日本の学校が生徒や教師の本音や苦痛 抑圧し鈍化させること 成立し
33
 た 「機械のような整然さ」 で保たれているとすれば、
ESBZ
は 「生






Ja, und nein.(yes and no) 」と答えてくれた。 「 「学校の
やり方や他の生徒との関係に疑問を持つ生徒がいたら どんなことでも徹底的にディスカッションする」という規則はある。だが「固定した規則はない」のだ」と。 「誰かが決めた規則 他人に押しつけて従わせるのは無意味 生徒たち 言う。 「この学校の教育目的は
Independenz
であって、あくまでも先生たちは生





































中だ。ドイツの は、一二年生の終わりに国家試験に合格しなければならない。 そしてその成績で受験できる大学が決ま……学校の指導方針に沿いながらも、 なおかつ国家試験の準備もできるように、 一〇年生から一二年生のカリキュラムを完全に設計し直すことはできないだろうか？
 
生徒と先生たちはそう考


































































































































んら理由をもたないままに。そうして、彼が放浪を重ねるにつれて、複雑な形態が生みだされることになるのだ。調和をもって連結された部品群によってできあがったそれらの作品は、デザイン［意図］の産物ではなくてナチュラル・ドリフト［気ままな漂流］の産物だ。これとおなじようにして、 〈アイデンティティおよび再生産能力の維持〉以外の法則はなんらもたないまま、ぼくらすべて 生 は出現た。それこそ、ぼくら とっ の根本的原理として ぼくらをあらゆる生きている存在 連結するも だ。すべもの、 つまり五枚の花びらをも バラに、 湾に住むエビにあるいはサンチアゴやニューヨーク・シティや東京で働く会社の重役に」


















なったとしても、自分たちにとって確実 こと（絶対的真実）が他人の存在を否定することになるのなら、 その真実 かたくなに主張しつづけることはもうけっしてでき い。……共
- 存在の唯
















ー］ 。こ 起きるとき、 ドリフト し つある複数の有機体は、ひとつの新しい現象領域
、、、、、、、
を発生させる」














































































































































(11)  もちろん「調和」や「努力」など う「クラス目標の標語」が貼ってある教室など、
ESBZ
には一つもない。
 
 ※本論文は、
JSPS
科研費［課題番号
26370006 ］の助成を受け
たものである。
 
 
（いがらし・さちこ
 
筑波大学人文社会系准教授）
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